
民
主
化
闘
争
情
報
に
も

こ
の
間
の
、
私
た
ち
の
組
織

拡
大
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
「
民
主
化
闘
争
情
報
」

で
も
大
き
く
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
私
た
ち
の
考
え
方
、

運
動
の
あ
り
方
は
、
Ｊ
Ｒ
産

業
の
責
任
産
別
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

連
合
運
動
の
継
承･

発
展
で
あ

る
。
私
た
ち
の
運
動
は
、
会

社
発
展
の
た
め
に
は
、
民
主

的
な
労
働
運
動
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
働
く
者
の
明
る

い
未
来
を
創
造
す
る
た
め
に
、

未
加
入
者
を
は
じ
め
多
く
の

仲
間
に
結
集
を
呼
び
か
け
る

こ
と
に
あ
る
。
健
全
な
あ
る

べ
き
労
働
組
合
・
労
使
関
係

を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
更

な
る
行
動
を
展
開
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
民
主
化
闘
争
情
報1005

号
」

に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
載

が
あ
る
。
（
一
部
抜
粋
）

「
鉄
道
会
社
で
は
、
多
く

の
人
間
が
、
各
系
統
・
職
種

に
分
か
れ
つ
つ
も
、
鉄
道
と

い
う
巨
大
な
シ
ス
テ
ム
を
動

か
す
た
め
に
、
専
門
知
識
と

技
術
・
技
能
を
磨
い
て
着
実

に
職
責
を
果
た
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
安
全
・
安
定
・

快

適
な
鉄
道
輸
送
が
成
り
立
つ
。

し
か
し
、
巨
大
な
会
社
組
織

の
指
揮
命
令
系
統
の
中
で
は
、

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
エ
ラ
ー
が
発
生
す
る
。
現

業
機
関
と
非
現
業
機
関
、
系

統
間
、
管
理
職-

一
般
職
間
、

本
社-

支
社
間
、
Ｊ
Ｒ
会
社-

グ
ル
ー
プ
会
社-

関
連
・
協
力

会
社
の
相
互
間
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
で‘

溝
’
が
発

生
す
る
の
は
常
で
あ
り
、
実

態
に
そ
ぐ
わ
ぬ
判
断
も
起
こ

り
か
ね
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

各
職
場
で
日
々
何
が
起
き
て

い
る
か
、
働
く
者
が
何
を
感

じ
、
ど
ん
な
課
題
認
識
と
現

状
を
改
善
す
る
知
恵
を
持
っ

て
い
る
か
、
感
情
も
含
め
て

汲
み
取
り
把
握
し
、
職
場
実

態
に
即
し
た
建
設
的
な
提
言
・

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
行
う
の
が

労
働
組
合
の
大
事
な
役
割
で

あ
る
。
会
社
組
織
の
縦
の
指

揮
命
令
系
統
だ
け
で
は
全
て

を
把
握
で
き
な
い
の
が
現
実

で
あ
り
、
会
社
の
健
全
な
発

展
に
は
真
っ
当
な
労
働
組
合

が
必
要
不
可
欠
な
の
だ
。
そ

れ
は
業
務
関
係
だ
け
で
は
な

い
。
と
も
に
働
く
仲
間
が
、

活
き
活
き
と
働
け
る
環
境
を

整
え
る
た
め
に
も
、
真
っ
当

な
労
働
組
合
の‘

世
話
役
活

動
’
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
も

及
ぶ
。
組
合
役
員
は
、
職
場

の
声
に
な
ら
な
い
声
を
汲
み

取
り
具
現
化
し
、
必
要
な
対

応
を
行
う
役
目
を
負
う
。
組

合
員
も
、
組
合
費
を
払
う
権

利
者
と
し
て
、
主
体
的
に
声

を
挙
げ
る
役
割
を
担
う
。
一

人
で
は
全
て
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
、
労
働
組
合
と
い
う
ス

ク
ラ
ム
を
組
み
、
皆
で
連
携
・

協
力
し
、
助
け
合
い
、
支
え

合
う
。
Ｊ
Ｒ
連
合
・
加
盟
単

組
は
発
足
以
来
、
一
貫
し
て

こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
き

活
動
し
て
き
た
。
」

ま
さ
に
今
、
真
っ
当
な
組

合
が
会
社
と
っ
て
は
必
要
だ
！

Ｊ
Ｒ
連
合
と
共
に
歩
も
う

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、2

0
0
9

年
に

「
あ
る
べ
き
労
働
組
合
像
・

労
使
関
係
像
」
と
い
う
考
え

方
を
示
し
、
真
に
自
由
で
民

主
的
、
建
設
的
な
運
動
を
行

う
労
働
組
合
を
創
る
こ
と
の

大
切
さ
を
唱
え
、
組
合
員
・

家
族
の
幸
せ
と
、
そ
れ
と
表

裏
一
体
の
会
社
の
健
全
な
発

展
に
寄
与
す
る
真
っ
当
な
労

働
組
合
で‘

あ
る
べ
き
’
こ

と
を
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て

仲
間
た
ち
と
共
に
そ
の
実
現

に
向
け
て
努
力
を
積
み
重
ね

て
き
た
。
私
た
ち
は
こ
う
し

た
真
の
労
働
組
合
運
動
を
継

承
す
る
た
め
に
、
今
ま
さ
に

邁
進
し
て
い
く
の
み
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
連
合
10
万
人
目
標
を

達
成
し
よ
う
！
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ホームページ検索
「ＪＲＥユニオン」

エ
リ
ア
各
地
で
組
織
拡
大
続
く
！

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
エ
リ
ア
各

地
で
組
織
拡
大
が
続
い
て
い
る
。
昨

年
度
か
ら
８
名
の
新
し
い
仲
間
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
本
年
２
月
以
降
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
で
起
こ
っ
て
い
る
大
き
な
動

き
の
中
で
、
数
多
く
の
社
員
が
組
合

未
加
入
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
運
動
に

繋
げ
る
か
。
そ
し
て
私
た
ち
は
本
当

の
ビ
ッ
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起

こ
す
こ
と
が
で
き
る
か
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
こ
の
先
の
３
０
年
は
、

私
た
ち
の
こ
の
一
年
に
懸
か
っ
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
今
こ
そ

躍
進
の
時
を
迎
え
る
た
め
に
、
組
織
一

丸
と
な
っ
て
あ
ら
ゆ
る
運
動
を
推
し
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ

連
合
運
動
へ
の
結
集
を
求
め
て
い
こ
う
！

基本理念
1．社員で考え、社員のための労働
運動を目指す 企業内労働組合

2．心とこころをつなぐ相互扶助活
動と、次代につなぐ社会正義の
実現を目指す

６月28日から７月８日頃にかけて、
台風７号および梅雨前線等の影響によっ
て、西日本を中心に集中豪雨が発生し
多くの地域で河川の氾濫や浸水被害、
土砂災害が発生しました。心よりお見
舞いを申し上げます。

ＪＲ連合は事態を踏まえ「平成30年
７月豪雨等対策救援本部」を設置し、
当該単組と連携の上、労働組合の助け
合いの精神に基づき、すべての組織を
あげて支援活動を進める方針を確認し
ました。取組みの一環として、全組合
員を対象に被災組合員などへの救援カ
ンパを実施しています。JREユニオンも
この主旨に則り、全体の取組みを要請
しています。また、この他にも現地ボ
ランティア活動にも参加していきます。

西日本豪雨の被害へ支援の輪を
皆さんのご協力をお願いします！

JRE
ユニオン



各
地
方
エ
リ
ア
で
の
組
織

拡
大
が
続
く
中
、
７
月
、
各

機
関
で
の
定
期
大
会
が
終
了

し
、
新
た
な
一
年
に
向
け
た

機
関
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
一
年
に
成
す
べ
き
こ
と

は
、
た
だ
一
つ
、
組
織
拡
大

あ
る
の
み
だ
。
こ
の
思
い
を

共
有
し
飛
躍
の
年
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
「
ビ
ッ
グ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
確
た

る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
さ

ら
な
る
組
織
拡
大
を
全
体
の

力
の
結
集
で
成
し
遂
げ
よ
う
！

関
東
地
協
（
横
浜
地
方

本
部
・
東
京
地
方
本
部
）

関
東
地
協
「
第
５
回
定
期

大
会
」
は
７
月
17
日
、
本
部

会
議
室
に
お
い
て
「
安
全
を

守
り
、
企

業
内
労
働

組
合
主
義

を
確
立
さ

せ
る
為
、

す
べ
て
の

組
合
員
が

今
で
き
る

こ
と
を
や

り
切
る
」

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
開

催
さ
れ
、
秋
山
執
行
委
員
長

は
「
自
ら
の
行
動
の
後
に
し

か“

道
”
は
で
き
な
い
。
」

と
今
後
の
運
動
に
つ
い
て
組

合
員
総
が
か
り
の
運
動
を
要

請
し
た
。
菅
野
本
部
委
員
長

は
「
組
織
拡
大
こ
そ
が
今
後

の
情
勢
を
創
り
出
す
。
仲
間

と
決
め
あ
っ
た“

約
束
”
に

つ
い
て
誠
実
に
行
動
し
よ
う
。
」

と
挨
拶
し
た
。
多
く
の
発
言

を
受
け
て
の
真
摯
な
議
論
の

後
、
各
議
案
は
採
択
さ
れ
、

成
功
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

仙
台
地
方
本
部

仙
台
地
本
「
第
６
回
定
期

地
方
大
会
」
は
７
月
22
日
、

ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
仙
台
に

お
い
て
開

催
さ
れ
、

添
田
執
行

委
員
長
は

「
こ
の
一

年
が
大
変

重
要
な
年

と
な
る
。

決
し
て
他

人
任
せ
に

せ
ず
、
全

組
合
員
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
に
、

真
の
企
業
内
労
働
組
合
を
築

き
、
継
承
さ
せ
よ

う
。
」
と
組
合
員

一
丸
と
な
る
べ
く

熱
い
決
意
を
訴
え

た
。
多
く
の
議
論

の
後
、
栃
窪
事
務

局
長
の
総
括
答
弁

で
は
「
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
中
で
第
一
組

合
を
目
指
し
、
Ｊ

Ｒ
連
合
10
万
名
達

成
を
成
し
遂
げ
よ

う
。
」
と
の
決
意

で
結
ば
れ
、
す
べ

て
の
議
案
は
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
、

大
会
は
成
功
裡
に

終
了
し
た
。

新
潟
地
方
本
部

新
潟
地
本
は
７
月
28
日
、

新
潟
駅
大
会
議
室
に
お
い
て

「
第
６
回
定
期
大
会
」
を
開

催
し
た
。
神
田
執
行
委
員
長

の
挨
拶
で
は
、
７
月
25
日
付
、

村
上
分
会
で
の
一
名
の
組
織

拡
大
の
報
告
が
な
さ
れ
「
今

後
も
加
入
活
動
を
継
続
し
、

第
一
組
合
を
目
指
そ
う
。
」

と
あ
っ
た
。
各
議
案
は
質
疑

応
答
の
後
に
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
社

内
の
劇
的
な
変
化
に
つ
い
て

「
降
っ
て
わ
い
た
好
機
」
と

見
る
者
も
あ
ろ
う
が
、
こ
れ

こ
そ
は
私
た
ち
を
含
め
た
Ｊ

Ｒ
連
合
が
進
め
て
き
た
『
民

主
化
闘
争
』
の
成
果
で
あ
る
。

そ
し
て
「
新
潟
地
本
第
６
回

定
期
大
会
に
お
け
る
宣
言
は
、

組
織
拡
大

一
本
の
み

と
す
る
。
」

と
し
た
大

会
宣
言
も
、

全
体
で
確

認
さ
れ
、

大
会
は
成

功
裡
に
終

了
し
た
。
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８
月
５
～
６
日
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間
と

と
も
に
「
連
合
２
０

１
８
平
和
行
動
in

広

島
」
に
参
加
！

「
平
和
を
つ
な
ぐ
連

帯
の
大
切
さ
、
平
和

の
尊
さ
を
あ
ら
た
め

て
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
参
加
し

た
三
瓶
中
央
執
行

委
員
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
と
お
り
、

人
類
共
通
の
願
い

「
核
兵
器
廃
絶
と

世
界
恒
久
平
和
の

実
現
」
を
め
ざ
し
、

多
く
の
仲
間
が
心

を
ひ
と
つ
に
す
る

取
り
組
み
の
大
切

さ
を
、
と
も
に
理
解
し
、
共

有
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
平
和
の
尊
さ
は
何
に

も
代
え
ら
れ
な
い
。

連
合

２
０
１
８
平
和
行
動
in
広
島

平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続
け
る
た
め
に
！

各
地
方
定
期
大
会
が
終
了
！

組
織
拡
大
に
向
け
た
決
意
を
地
方
各
機
関
が
確
認
！

ＳＮＳをスタート！
本部は、あらたに情報共有ツール

として「フェイスブック」を開設し
ました。仲間の活動をタイムリーに
伝えることが出来ること、より広い
友達の輪を築くことを目的にしてい
ます。皆さんの多くのアクセスをお
待ちします。今すぐ検索！

関東地協 ＜新三役＞

仙台地本 ＜新三役＞

新潟地本 ＜新三役＞


